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£-1の包絡線を持った､揺らぎの記憶関数
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[3]force-forcecorrelationfunctionによる揺らぎ
これまでの森公式による多くの研究は､(2)の分子､つまり､force-forcecorrelationfunc-
tion(FFCF)である(3)を用いていた｡(2)からもわかるように､FFCFは高振動数極限で
は有効な近似解である｡しかしながら､有限振動数についての有効性は吟味されずにいた｡
そこで､ n-1ではあるが､FFCFを調べてみると､△≪wBでは､(21)のみが(18)で評
価でき､△≫ WBでは(20)のFL-dのみが(17)で評価できる｡したがって､同一のパラ
メータ領域､振動数領域であっても､FFCFの有効性は注目する演算子に依存することが
わかる｡FFCFの有効性の成立条件を現在調べている｡
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